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Ｊ
Ｒ
連
合
は
６
月
12
日
と
13

日
、
都
内
に
て
、
第
26
回
定
期

大
会
を
開
催
し
、
来
賓
、
代
議

員
、
傍
聴
者
ら
約
２
７
０
人
が

参
加
し
た
。
今
大
会
は
、
独
善

的
か
つ
非
民
主
的
組
織
運
営
に

決
別
し
、
真
に
民
主
的
な
Ｊ
Ｒ

労
働
運
動
を
め
ざ
し
結
成
し
て

25
年
の
節
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

大
会
議
長
団
に
は
Ｊ
Ｒ
西
労

組
か
ら
禅
野
康
代
議
員
、
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
か
ら
延
時
勝
敏
代
議

員
を
選
出
し
て
議
事
が
進
め
ら

れ
た
。
12
人
の
代
議
員
・
特
別

代
議
員
か
ら
、
運
動
方
針
を
補

強
す
る
質
疑
を
受
け
た
の
ち
、

執
行
部
か
ら
答
弁
を
行
っ
た
。

　

討
論
を
通
し
て
、
Ｊ
Ｒ
を
代

表
す
る
産
別
と
し
て
の
責
任
と

自
覚
を
持
ち
、
組
織
を
挙
げ
て

次
代
に
つ
な
げ
る
運
動
を
積
極

果
敢
に
展
開
し
て
い
く
決
意
を

固
め
合
い
、
運
動
方
針
と
役
員

改
選
な
ど
す
べ
て
の
議
案
を
満

場
一
致
で
可
決
し
た
。

　

今
大
会
は
役
員
改
選
の
人
事

大
会
で
あ
り
、
３
期
６
年
間
企

画
部
長
お
よ
び
総
合
組
織
・
政

策
局
長
を
務
め
た
上
村
良
成
氏

︵
Ｊ
Ｒ
西
労
組
選
出
︶
が
退
任
、

ま
た
、
２
期
４
年
間
教
育
・
広

報
部
長
お
よ
び
組
織
部
長
・
グ

ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
担
当
を
務

め
た
吉
田
祥
司
氏
︵
Ｊ
Ｒ
九
州

労
組
選
出
︶
が
退
任
し
た
。

　

新
役
員
に
は
、
松
岡
裕
次
会

長
が
再
任
さ
れ
、
新
た
に
正
加

盟
と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン

の
菅
野
一
位
中
央
執
行
委
員
長

が
副
会
長
に
、
ま
た
、新
た
に

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
中
村
鉄
平

氏
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
か
ら
北
村

公
次
氏
が
選
出
さ
れ
執
行
委
員

に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

︿
新
役
員
別
掲
﹀

Ｊ
Ｒ
の
責
任
産
別
と
し
て

取
り
組
み
を
強
化
し
さ
ら
な
る
飛
躍
を

会
長  

松
岡
裕
次

独
善
的
か
つ
非
民
主
的
組
織
運
営
に
決
別

　

真
に
民
主
的
な
Ｊ
Ｒ
労
働
運
動
を
め
ざ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
成
し
て
25
年

上
村
氏
と
吉
田
氏
が
退
任　

新
た
に
菅
野
氏
︑中
村
氏
︑
北
村
氏
が
就
任

積極的な討論を導き出し、スムーズな進行で終始大会をリー
ドした議長団

新たな方針を決定し、その実践に向け重責を担う新役員
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ＪＲ連合結成25年 政策課題
と組織課題のさらなる前進
を図り、これからも安全で
信頼されるＪＲを築こう！
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会　

長　
　

松
岡　

裕
次　

再

︵
Ｊ
Ｒ
西
労
組
︶

副
会
長　
　

田
原　

孝
蔵　

再

︵
Ｊ
Ｒ
北
労
組
︶

副
会
長　
　

菅
野　

一
位　

新

︵
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
︶

副
会
長　
　

鎌
田　
　

茂　

再

︵
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
︶

副
会
長　
　

荻
山　

市
朗　

再

︵
Ｊ
Ｒ
西
労
組
︶

副
会
長　
　

中
濱　
　

斉　

再

︵
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
︶

副
会
長　
　

許
斐　

元
文　

再

︵
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
︶

副
会
長　
　

大
杉　

正
美　

再

︵
貨
物
鉄
産
労
︶

事
務
局
長　

河
村　

滋
喜　

再

︵
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
︶

執
行
委
員　

政
所　

大
祐　

再

︵
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
︶

執
行
委
員　

中
山　

耕
介　

再

︵
Ｊ
Ｒ
西
労
組
︶

執
行
委
員　

中
村　

鉄
平　

新

︵
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
︶

執
行
委
員　

北
村　

公
次　

新

︵
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
︶

執
行
委
員　

尾
形
泰
二
郎　

再

︵
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
︶

執
行
委
員　

本
田　

雅
明　

再

︵
Ｊ
Ｒ
西
労
組
︶

会
計
監
査
員　

福
森　

敬
和　

再

︵
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
︶

会
計
監
査
員　

本
庄　

健
一　

再

︵
Ｊ
Ｒ
西
労
組
︶

︽
退
任
さ
れ
た
役
員
︾

執
行
委
員　

上
村　

良
成

執
行
委
員　

吉
田　

祥
司

お
疲
れ
様
で
し
た

菅
野
一
位
副
会
長

中
村
鉄
平
執
行
委
員

北
村
公
次
執
行
委
員

〈新任役員〉

新
任
役
員
紹
介

さ
れ
る
第
四
次
産
業
革
命
を
念
頭
に
、

新
た
な
「
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策

定
に
む
け
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
、
議
論
に
着
手
し
て
い
く
。

◇　

政
治
課
題

　

一
強
体
制
の
驕
り
と
慢
心
は
極
ま
り
、

日
本
の
将
来
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い

る
。
民
進
党
は
、
「
す
べ
て
の
人
に
居

場
所
と
出
番
が
あ
る
」
共
生
社
会
を
め

ざ
し
、
今
こ
そ
、
将
来
世
代
に
責
任
あ

る
、
ど
真
ん
中
の
政
策
を
掲
げ
、
一
致

団
結
す
る
姿
を
国
民
に
示
す
べ
き
。
日

本
の
将
来
の
た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
全
組

合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
衆
議
院
解
散

総
選
挙
お
よ
び
再
来
年
の
参
議
院
選
挙

の
準
備
を
進
め
、
一
強
政
治
体
制
に
く

さ
び
を
打
つ
闘
い
を
展
開
す
べ
き
で
あ

る
。

◇

　

こ
の
間
の
25
年
、
30
年
を
振
り
返
り

つ
つ
、
Ｊ
Ｒ
各
単
組
と
、
グ
ル
ー
プ
労

組
92
単
組
と
と
も
に
、
政
策
制
度
・
組

織
課
題
を
解
決
し
、
安
全
で
社
会
に
貢

献
す
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
築
く
た
め
、

本
運
動
方
針
の
実
践
を
通
じ
て
、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
た
い
。

任
あ
る
対
応
を
進
め
て
い
く
。

　

２
０
１
８
年
税
制
改
正
に
つ
い
て
は
、

来
年
３
月
末
で
期
限
切
れ
を
迎
え
る
軽

油
引
取
税
の
減
免
措
置
を
は
じ
め
と
す

る
税
制
特
例
措
置
に
つ
い
て
は
、
再
延

長
さ
ら
に
は
恒
久
化
を
求
め
て
い
く
。

◇　

労
働
政
策
課
題　

　

２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
は
、
Ｊ
Ｒ

４
単
組
、
グ
ル
ー
プ
労
組
で
は
一
昨
年
、

昨
年
を
上
回
る
42
単
組
が
ベ
ア
を
獲
得

し
、
賃
金
を
含
む
諸
労
働
条
件
の
大
幅

な
改
善
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。
ベ
ア

獲
得
に
は
至
ら
な
か
っ
た
単
組
で
も
、

若
年
層
や
高
年
齢
層
の
賃
金
改
善
な
ど

を
果
た
し
、
こ
れ
ら
の
積
み
重
ね
で
生

涯
賃
金
は
確
実
に
増
え
て
い
る
。
一
方

で
、法
人
税
減
税
が
な
さ
れ
企
業
の
内

部
留
保
は
確
実
に
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、
企
業
は
「
ヒ
ト
」
へ
の
投
資
に
積

極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
な
い
。
社
会

の
公
器
と
し
て
、
日
本
経
済
、
日
本
社

会
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
か
、

矜
持
を
持
っ
て
、
決
断
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

　

新
年
度
は
、
人
材
不
足
、
働
き
方
改

革
、
あ
る
い
は
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
象
徴

断
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
発
足
30
年
の
影
と
も
言
え
る
、

革
マ
ル
派
浸
透
問
題
を
こ
れ
以
上
放
置

し
て
は
な
ら
な
い
。
引
き
続
き
「
あ
る

べ
き
労
働
組
合
像
・
労
使
関
係
像
」
の

も
と
Ｊ
Ｒ
連
合
・
当
該
単
組
そ
し
て
支

援
単
組
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、
組
織

拡
大
の
取
り
組
み
を
徹
底
的
に
強
化
し
、

Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
、
総
団
結
に
向

け
た
道
筋
を
構
築
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

◇　

交
通
政
策
課
題

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
「
鉄
道
特
性
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
最
終
答
申
を
取
り

ま
と
め
、
と
り
わ
け
、
こ
れ
ま
で
タ
ブ
ー

視
さ
れ
て
き
た
、
鉄
道
特
性
を
発
揮
す

る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
路
線
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
方
や
見
解
を

示
し
て
き
た
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
「
単
独

維
持
困
難
線
区
」
の
問
題
は
、
地
方
路

線
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
と
考
え
て

お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
言
で
あ
る
、

「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」
「
チ
ー
ム
地
域

共
創
」
の
形
成
が
そ
の
鍵
を
握
っ
て
い

る
。
青
函
ト
ン
ネ
ル
貨
物
共
用
走
行
問

題
な
ど
の
課
題
、
さ
ら
に
は
北
陸
新
幹

線
敦
賀
以
西
の
財
源
問
題
に
つ
い
て
責

て
違
法
ス
ト
を
繰
り
返
し
た
こ
と
で
国

民
、
利
用
者
の
信
頼
を
失
っ
た
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
仮
に
目
的

が
組
織
強
化
、
温
存
の
た
め
だ
け
だ
と

す
れ
ば
、
国
鉄
時
代
の
歴
史
を
繰
り
返

す
も
の
で
し
か
な
い
。
労
使
協
議
や
団

体
交
渉
で
な
ぜ
決
着
が
つ
か
な
い
の
か
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
今
す
ぐ
Ｊ
Ｒ
東
労

組
と
の
「
労
使
共
同
宣
言
」
を
破
棄
し
、

日
本
最
大
の
鉄
道
会
社
と
し
て
、
責
任

あ
る
行
動
を
取
る
べ
き
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
、
革
マ
ル
派
の
浸

透
す
る
Ｊ
Ｒ
総
連
・
北
鉄
労
が
巨
大
な

力
を
持
ち
、
自
由
に
も
の
が
言
え
、
安

心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
職
場
環
境

が
整
っ
て
い
な
い
と
の
声
も
聞
こ
え
て

い
る
。
会
社
再
生
に
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
・

北
鉄
労
と
の
蜜
月
関
係
の
清
算
が
欠
か

せ
な
い
、
経
営
陣
は
今
こ
そ
英
断
す
べ

き
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
総
連
・
日
貨
労
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労

組
と
同
様
に
「
い
つ
で
も
た
た
か
え
る

体
制
を
構
築
す
る
」
こ
と
を
呼
び
か
け

る
よ
う
な
動
き
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
に

と
っ
て
、
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
ど
こ
が

相
応
し
い
の
か
、
経
営
陣
は
冷
静
な
判

◇　

安
全
課
題

　

福
知
山
線
列
車
事
故
、
羽
越
本
線
列

車
事
故
の
反
省
と
教
訓
を
胸
に
、労
使
の

最
優
先
課
題
と
の
認
識
の
も
と
、す
べ

て
の
Ｊ
Ｒ
の
職
場
の
安
全
性
向
上
に
む

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
グ
ル

ー
プ
会
社
・
協
力
会
社
を
含
め
重
大
事

故
や
死
亡
労
災
に
繋
が
り
か
ね
な
い
事

象
は
撲
滅
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
年

２
月
に
は
労
災
死
亡
事
故
が
立
て
続
け

に
３
件
発
生
し
た
。
現
場
の
声
に
基
づ

い
た
徹
底
し
た
労
使
協
議
を
重
ね
、異
業

種
交
流
や
安
全
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
の
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
、
知
恵
を

結
集
し
て
補
い
、
取
り
組
み
の
底
上
げ

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

今
年
10
月
に
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

に
焦
点
を
当
て
た
「
第
10
回
安
全
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、
さ
ら
な
る
安

全
性
向
上
に
資
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

仕
上
げ
て
い
く
。

◇　

民
主
化
闘
争

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
ス
ト
権
確
立
に
向
け

た
動
向
に
つ
い
て
、
ス
ト
権
は
労
働
組

合
の
権
利
で
あ
り
、
全
く
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
か
つ
て
国
鉄
に
お
い

や
貧
困
問
題
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、

今
ま
さ
に
労
働
組
合
が
得
意
と
す
る

「
連
帯
」
や
「
共
生
」
の
精
神
で
、
こ

れ
ら
難
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
働
き
方
改
革
実
行
計
画
が
３

月
に
公
表
さ
れ
た
が
、
私
た
ち
労
使
の

議
論
が
「
働
き
方
改
革
」
の
鍵
を
握
っ

て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
産
業
に
働
く
労
働
者
に

相
応
し
い
労
働
条
件
や
働
き
方
、
労
働

環
境
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
組
に

お
い
て
、
業
務
そ
の
も
の
の
見
直
し
や

あ
ら
ゆ
る
労
働
条
件
の
検
証
を
要
請
す

る
。
Ｊ
Ｒ
の
代
表
産
別
た
る
私
た
ち
Ｊ

Ｒ
連
合
が
取
り
組
む
べ
き
、
「
安
全
」

「
民
主
化
闘
争
」
「
交
通
政
策
」
「
労

働
政
策
」
「
政
治
」
の
５
点
に
わ
た
り
、

Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
の
考
え
方
を
提
起
す

る
。

　

今
年
は
、
Ｊ
Ｒ
発
足
30
年
、
そ
し
て

Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
25
年
の
節
目
を
迎
え
る

年
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
ス
ト
権
委
譲
問

題
に
端
を
発
し
、
独
善
的
か
つ
非
民
主

的
組
織
運
営
と
決
別
、
東
海
以
西
の
各

単
組
が
Ｊ
Ｒ
総
連
を
脱
退
し
、
25
年
前

の
１
９
９
２
年
５
月
18
日
、
真
に
民
主

的
な
Ｊ
Ｒ
労
働
運
動
を
め
ざ
し
、
Ｊ
Ｒ

連
合
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
民
主

化
闘
争
を
中
心
と
す
る
組
織
課
題
、
そ

し
て
持
続
可
能
な
総
合
交
通
体
系
を
め

ざ
す
政
策
課
題
な
ど
、
多
く
の
課
題
に

直
面
し
、
解
決
・
前
進
を
図
っ
て
き
た
。

先
人
先
輩
の
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
改

め
て
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
引
き
続

き
責
任
あ
る
Ｊ
Ｒ
労
働
運
動
を
進
め
る

決
意
を
代
議
員
、
傍
聴
者
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
冒
頭
固
め
合
い
た
い
。

　

世
界
中
で
発
生
す
る
テ
ロ
の
背
景
に

は
、
宗
教
や
民
族
、
政
治
的
対
立
に
よ

る
紛
争

会長挨拶（要旨） 第26回定期大会
 組織を挙げて次代につなげる運動を

積極果敢に展開

第26回定期大会
 組織を挙げて次代につなげる運動を

積極果敢に展開
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12
人
が
積
極
的
・
建
設
的
な
発
言

　

架
線
ト
ラ
ブ
ル
お
よ
び
信
号

系
統
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
大
規

模
な
輸
送
障
害
の
発
生
で
株
式

上
場
後
の
安
全
管
理
体
制
を
危

惧
す
る
声
も
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
は
結
果
で
あ
り
原
因

で
は
な
い
と
の
理
念
に
も
と
づ

く
再
発
防
止
に
向
け
て
会
社
と

交
渉
し
て
い
く
。
ま
た
、
重
大

労
災
防
止
の
行
動
指
針
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
と
安
全
指
針
を
活
用
し
、

グ
ル
ー
プ
会
社
・
協
力
会
社
を

含
め
た
安
全
確
保
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

　

株
式
上
場
に
伴
う
会
社
施
策

の
足
早
な
進
め
方
は
会
社
へ
の

不
満
や
組
合
へ
の
不
信
に
繋
が

っ
て
お
り
、
組
合
脱
退
が
発
生

し
て
い
る
。
責
任
組
合
と
し
て

会
社
の
経
営
に
も
責
任
を
持
つ

と
の
認
識
に
立
ち
、
「
協
力
と

対
立
」
を
基
本
と
し
た
労
使
関

係
の
中
、
是
々
非
々
で
対
応
し
、

労
働
組
合
の
存
在
意
義
と
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
へ
の
結
集
を
訴
え
て

い
く
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
労
働
界
一

元
化
と
い
う
最
終
目
標
に
向
け

て
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
総
結
集
を
呼

び
か
け
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
良

識
あ
る
他
労
組
組
合
員
の
受
け

皿
と
な
る
よ
う
強
力
な
リ
ー
ダ

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
を
要

請
す
る
。

　

株
式
上
場
を
果
た
し
た
も
の

の
経
営
基
盤
は
脆
弱
で
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
も
多
い
Ｊ
Ｒ
九

州
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
。
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
維
持
す
る
た
め
に
は
九
州

も
加
え
た
「
Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物

の
経
営
安
定
化
に
資
す
る
課
題
」

と
し
て
捉
え
た
取
り
組
み
を
要

請
す
る
。

真
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
活
動

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
１
年
間
は
青
年
・
女
性

委
員
会
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
「
民
主
化
闘
争
」
に
主
体

的
に
取
り
組
む
と
い
う
目
標
を

掲
げ
、
諸
活
動
を
展
開
し
て
き

た
。
様
々
な
形
で
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
、
そ
し
て
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
仲
間
の
組
織
拡
大
に
向
け

て
最
大
限
支
援
し
た
い
。
若
手

組
合
員
の
組
織
拡
大
に
つ
な
が

る
よ
う
青
女
組
織
も
巻
き
込
ん

だ
取
り
組
み
の
展
開
を
要
請
す

る
。

　

幹
事
会
役
員
体
制
に
つ
い
て
、

各
単
組
よ
り
女
性
幹
事
を
選
出

し
、
男
女
平
等
参
画
に
関
す
る

情
報
共
有
が
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

将
来
の
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
一
元

化
に
向
け
て
、
青
女
世
代
が
取

り
組
む
べ
き
方
向
性
、
求
め
ら

れ
る
こ
と
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
に

つ
い
て
、
ご
教
示
い
た
だ
き
た

い
。

質疑・討論

株
式
上
場
後
も
責
任
組
合
と
し
て

               
諸
課
題
に
取
り
組
む

中
原
代
議
員
（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

経
営
支
援
措
置
と
し
て

           

税
制
特
例
は
必
要
不
可
欠

辻
村
代
議
員
（
貨
物
鉄
産
労
）

四
国
の
鉄
道
を
維
持
す
る
た
め
に
も

                       

高
速
化
が
必
要

中
村
代
議
員
（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）

グ
ル
ー
プ
労
組
の
女
性
が

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

奥
村
特
別
代
議
員（
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合・東
海
交
通
事
業
労
組
）

青
女
も
民
主
化
闘
争
を
担
う
べ
き

松
本
代
議
員
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
・
青
女
委
員
会
）

正
加
盟
組
織
と
し
て
東
日
本
の
民
主
化
を

中
村
代
議
員
（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
）

機
関
会
議
や
交
渉
の
場
に
女
性
選
出
を

吉
田
代
議
員
（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
・
女
性
代
表
）

　

５
月
27
～
29
日
に
か
け
て
開

催
し
た
、
第
22
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

で
は
全
国
各
地
か
ら
１
１
０
人

が
集
結
し
、
仲
間
の
環
を
広
げ
、

青
年
・
女
性
組
合
員
相
互
の
絆

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
全

国
の
仲
間
に
対
し
て
、
北
海
道

で
は
た
と
え
少
数
の
組
合
で
あ
っ

て
も
Ｊ
Ｒ
連
合
の
旗
を
掲
げ
、

ま
だ
ま
だ
取
り
組
め
る
こ
と
を

　

今
大
会
か
ら
正
規
加
盟
組
織

と
な
っ
た
。
こ
の
間
の
皆
さ
ん

の
お
心
遣
い
に
報
い
る
よ
う
Ｊ

Ｒ
連
合
運
動
と
り
わ
け
民
主
化

闘
争
勝
利
に
向
け
た
着
実
な
運

動
を
展
開
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
正
常
化
、
民

主
化
を
求
め
て
立
ち
上
が
っ
て

20
年
の
時
間
が
経
過
し
た
。
職

場
に
お
け
る
差
別
・
選
別
は
改

善
さ
れ
た
が
管
理
者
登
用
な
ど

ま
だ
ま
だ
古
き
悪
し
き
体
質
が

依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

今
春
闘
で
会
社
の
労
組
軽
視
の

実
態
が
顕
在
化
し
た
。
交
渉
に

入
る
前
に
第
一
組
合
に
の
み
ベ

ア
実
施
を
約
束
し
た
こ
と
に
対

し
て
は
、
会
社
に
強
く
「
平
等

取
り
扱
い
、
中
立
義
務
」
「
団

体
交
渉
の
誠
実
実
施
義
務
の
履

行
」
を
求
め
た
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組

一
部
幹
部
の
現
行
労
使
関
係
の

継
続
意
識
ば
か
り
で
な
く
、
会

社
内
の
一
部
経
営
幹
部
の
問
題

先
送
り
意
識
に
よ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
白
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組

の
一
部
過
激
派
浸
透
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
会
社
変
革
の

必
要
性
も
訴
え
て
い
く
。

　

会
社
変
革
の
た
め
に
も
組
織

拡
大
を
進
め
る
。
す
べ
て
の
組

合
員
が
組
織
拡
大
の
実
践
者
で

あ
る
と
の
認
識
で
取
り
組
む
。

　

私
た
ち
と
共
に
会
社
正
常
化

に
立
ち
上
が
る
方
々
と
新
た
な

関
係
を
創
造
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
過
激
派
勢
力
を

除
く
方
々
と
は
様
々
な
関
係
を

模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
役
員
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
、
組
織
拡
大
に
向
け

て
役
員
と
し
て
の
意
識
向
上
や

任
務
・
活
動
を
再
確
認
す
る
機

会
と
な
っ
た
。
職
場
で
組
織
拡

大
し
よ
う
と
思
っ
て
も
職
場
の

動
き
、
組
合
員
の
意
識
な
ど
の

情
勢
分
析
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ

連
合
総
が
か
り
の
民
主
化
闘
争

は
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
の
現
状
を
打

破
す
る
た
め
の
好
機
と
し
て
、

自
ら
が
主
体
的
か
つ
具
体
的
に

行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
民
主

化
の
完
遂
は
成
し
得
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
事
業
範
囲
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
安
定
基
金

運
用
益
減
少
の
責
任
は
国
に
あ

る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
ひ
と

つ
の
要
因
で
は
あ
る
が
、
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
交
通
体

系
の
確
立
に
繋
が
る
も
の
で
は

な
い
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
社
会
的

使
命
を
果
た
す
た
め
に
自
助
努

力
を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は

地
域
に
誠
実
に
向
き
合
い
、
北

海
道
全
体
の
活
性
化
・
発
展
を

め
ざ
す
総
合
的
な
視
点
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　

鉄
道
特
性
活
性
化
Ｐ
Ｔ
最
終

答
申
を
活
用
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
、

連
合
北
海
道
、
関
係
議
員
ら
と

連
携
し
て
地
域
に
根
ざ
す
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
再
生
に
向
け
て
全
力

で
邁
進
し
て
い
く
。

　

東
海
交
通
事
業
は
当
初
は
Ｊ

Ｒ
か
ら
の
出
向
者
９
割
だ
っ
た

が
今
は
プ
ロ
パ
ー
社
員
が
８
割
、

組
合
員
数
も
３
０
０
人
と
な
っ

た
。
今
春
闘
で
は
Ｊ
Ｒ
東
海
連

合
の
支
援
も
あ
り
９
年
ぶ
り
に

ベ
ア
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
現
在
、
平
均
年
齢
が
37
歳

と
比
較
的
若
い
中
で
、
女
性
組

合
員
の
働
き
方
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
出
産
や
育
児
の
た
め

の
休
職
や
、
時
短
勤
務
の
仕
組

み
は
制
度
化
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
人
員
や
職
場
環
境
の
問
題

で
完
全
に
制
度
が
活
か
し
き
れ

て
い
な
い
。
他
の
グ
ル
ー
プ
労

組
で
も
女
性
組
合
員
が
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
同

様
に
問
題
が
あ
り
、
改
善
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
春
闘
で
は
昨
年
を
上
回
る

42
単
組
で
ベ
ア
を
獲
得
で
き
た
。

早
期
妥
結
の
流
れ
も
で
き
、
Ｊ

Ｒ
連
合
の
取
り
組
み
が
着
実
に

波
及
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

今
後
も
グ
ル
ー
プ
一
丸
で
底
上

げ
・
底
支
え
が
必
要
。

　

多
く
の
グ
ル
ー
プ
労
組
で
要

員
不
足
の
問
題
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
、
エ
リ
ア
連

合
と
連
携
し
、
国
政
に
も
働
き

か
け
て
労
働
力
不
足
の
問
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

安
全
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
各
社

で
虚
偽
や
隠
蔽
体
質
が
な
く
な

ら
な
い
現
状
に
対
し
て
安
全
対

策
委
員
会
で
原
因
究
明
を
す
る

こ
と
を
要
請
し
た
い
。

　

２
０
１
８
年
度
税
制
改
正
要

望
と
し
て
、
期
限
切
れ
と
な
る

軽
油
引
取
税
の
特
例
措
置
と
新

車
特
例
措
置
の
延
長
を
求
め
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
経
営
基
盤

が
脆
弱
で
あ
り
経
営
支
援
措
置

と
し
て
税
制
特
例
は
必
要
不
可

欠
。
引
き
続
き
の
支
援
を
要
請

す
る
。

　

５
月
に
東
海
地
区
で
１
人
組

織
拡
大
し
た
が
、
組
織
は
減
少

の
一
途
と
な
っ
て
い
る
。

　

先
輩
た
ち
が
築
い
て
き
た
組

織
を
守
る
た
め
に
も
組
織
拡
大

に
取
り
組
む
。
貨
物
連
合
と
し

て
も
着
実
に
組
織
拡
大
を
図
っ

て
い
く
。

　

安
全
の
取
り
組
み
を
第
一
義

と
し
て
、
事
故
後
の
対
策
等
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
会
社
を
含
め

た
職
場
で
議
論
を
重
ね
、
経
営

協
議
会
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
労

使
で
徹
底
し
た
議
論
を
行
っ
て

い
く
取
り
組
み
を
継
続
さ
せ
て

い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
二
島
特
例
・
承
継
特
例

の
税
制
特
例
措
置
が
今
年
度
か

ら
５
年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
時
限
措
置
で
あ
り
、

会
社
経
営
上
の
不
安
定
要
素
で

あ
る
。
Ｊ
Ｒ
四
国
に
は
高
速
鉄

道
な
ど
に
よ
る
収
益
の
柱
が
な

い
。
四
国
の
鉄
道
を
維
持
す
る

た
め
に
も
高
速
化
に
よ
る
鉄
道

需
要
の
創
出
、
収
益
の
拡
大
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
地
元
に

お
け
る
機
運
の
醸
成
と
国
へ
の

働
き
か
け
が
重
要
で
あ
る
。
引

き
続
き
四
国
へ
の
高
速
鉄
道
導

入
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
の
支

援
を
要
請
す
る
。

　

「
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員

会
」
は
産
別
と
し
て
男
女
平
等

に
関
わ
る
運
動
の
意
思
決
定
の

場
。
男
性
だ
け
で
な
く
女
性
も

一
緒
に
出
席
が
で
き
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
が
必
要
。
あ
わ
せ

て
、
各
単
組
に
お
い
て
も
交
渉

の
場
に
も
女
性
が
出
席
で
き
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
、
女
性
の

執
行
委
員
の
選
出
、
女
性
の
組

合
専
従
者
を
つ
く
る
こ
と
も
必

要
。

　

女
性
の
組
合
役
員
の
育
成
が

必
須
で
あ
り
、
仕
事
に
お
い
て

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
中

で
、
ま
た
、
結
婚
や
出
産
と
い

う
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
中
で
、

女
性
自
身
が
分
会
や
支
部
、
本

部
で
女
性
の
代
表
者
と
し
て
組

合
役
員
を
し
た
い
と
思
え
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
が
必
要
。
女

性
役
員
意
見
交
換
会
は
女
性
同

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や

情
報
交
換
の
場
と
し
て
は
有
効
。

こ
の
有
意
義
な
場
を
活
用
す
る

よ
う
単
組
に
積
極
的
に
参
加
を

働
き
か
け
る
べ
き
。

　

他
産
別
で
は「
ク
オ
ー
タ
制
」

が
導
入
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
女

性
人
員
数
割
合
く
ら
い
は
中
央

委
員
会
や
定
期
大
会
の
場
に
も

代
議
員
と
し
て
、
ま
た
、
傍
聴

と
し
て
参
画
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
り
、
産
別
と
し
て
単
組
に
働

き
か
け
て
い
く
べ
き
。

　

グ
ル
ー
プ
労
組
に
お
い
て
も
、

男
女
平
等
参
画
や
仕
事
と
育
児

な
ど
を
両
立
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

実
態
把
握
の
た
め
の
点
検
を
す

べ
き
で
あ
る
。

　

自
動
車
連
絡
会
と
し
て
Ｊ
Ｒ

北
労
組
自
動
車
支
部
へ
の
民
主

化
支
援
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

く
。
10
月
に
自
動
車
連
絡
会
総

会
を
北
海
道
で
開
催
し
、
組
織

拡
大
に
も
繋
げ
て
い
く
。

　

自
動
車
運
転
者
の
労
働
環
境

に
つ
い
て
は
改
善
基
準
告
示
に

よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
が
過

半
数
の
事
業
者
が
違
反
し
て
い

る
現
状
で
あ
る
。
法
制
化
と
罰

則
付
き
の
規
制
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
一
方
、
働
き
方

改
革
に
お
い
て
自
動
車
運
転
業

務
は
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

の
適
用
を
５
年
間
見
送
ら
れ
た
。

運
転
者
不
足
の
問
題
解
決
の
た

め
に
も
、
運
転
者
の
労
働
条
件

の
改
善
、
休
息
時
間
の
確
保
や

健
康
管
理
が
重
要
で
あ
る
。

　

事
業
者
努
力
は
限
界
で
あ
り
、

バ
ス
産
業
が
産
業
と
し
て
成
り

立
つ
環
境
づ
く
り
が
必
要
。
併

せ
て
軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故

対
策
の
監
査
体
制
の
見
直
し
、

新
規
参
入
事
業
に
関
わ
る
問
題
、

運
転
者
不
足
の
問
題
、
総
合
交

通
政
策
に
お
け
る
バ
ス
に
関
わ

る
課
題
な
ど
自
動
車
連
絡
会
と

し
て
も
解
決
に
向
け
て
取
り
組

む
。

民
主
化
の
完
遂
の
た
め
に

       

主
体
的
か
つ
具
体
的
に
行
動
を

伊
藤
代
議
員
（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

産
業
と
し
て
成
り
立
つ

           

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む

久
禮
田
代
議
員
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
・
自
動
車
連
絡
会
）

中原代議員
（ＪＲ九州労組）

伊藤代議員
（ＪＲ北労組）

中村代議員
（ＪＲＥユニオン）

辻村代議員
（貨物鉄産労）

松本代議員
（ＪＲ東海ユニオン・青女）

奥村特別代議員
（ＪＲ東海連合・東海交通事業労組）

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

中村代議員
（ＪＲ四国労組）

澤田代議員
（ＪＲ西労組・青女）

久禮田代議員
（ＪＲ西労組・自動車連絡会）

池上代議員
（JR東海ユニオン）

吉田代議員
（ＪＲ九州労組・女性代表）

須藤代議員
（ＪＲ西労組）
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北
陸
地
協
青
女
委
員
会
は
、

昨
年
か
ら
活
動
を
再
開
し
始
め

た
こ
と
を
ご
報
告
し
た
い
。
私

は
こ
の
北
陸
地
方
に
お
け
る
産

別
の
青
女
組
織
と
し
て
、
基
本

組
織
と
と
も
に
安
全
の
問
題
、

政
策
実
現
、
仲
間
づ
く
り
、組
織

拡
大
や
民
主
化
闘
争
な
ど
の
運

動
を
担
っ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ

や
他
労
組
へ
の
働
き
か
け
な
ど

に
お
い
て
は
地
協
の
果
た
す
役

割
が
大
き
い
。
次
代
を
担
う
青

女
世
代
が
、
産
別
の
顔
と
し
て

地
協
の
活
動
を
行
う
こ
と
は
、Ｊ

Ｒ
連
合
運
動
の
継
続
に
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
地
協

ご
と
に
基
本
組
織
が
取
り
組
む

グ
ル
ー
プ
労
組
の
組
織
強
化
や

民
主
化
闘
争
の
取
り
組
み
に
お

い
て
、
青
女
委
員
会
に
も
役
割

を
持
た
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　

各
地
協
に
お
け
る
青
女
委
員

会
の
取
り
組
み
の
充
実
と
基
本

組
織
と
の
連
携
強
化
を
要
請
す

る
。

者
の
大
同
団
結
へ
の
方
向
性
や

将
来
展
望
を
し
か
る
べ
き
時
期

に
示
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
を
担

う
若
手
役
員
の
指
標
と
す
べ
き

で
あ
る
。
現
状
の
閉
塞
感
か
ら

民
主
化
闘
争
や
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の

組
織
結
集
へ
の
意
欲
が
後
退
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
戦
略
を

持
っ
た
闘
い
、
運
動
を
次
代
に

継
承
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

　

各
単
組
が
組
織
の
充
実
・
強

化
・
拡
大
を
図
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合

が
Ｊ
Ｒ
を
代
表
す
る
産
別
に
な

る
よ
う
、
そ
し
て
国
政
に
そ
の

代
表
を
送
り
込
め
る
力
量
を
蓄

積
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

強
会
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

民
主
化
支
援
行
動
に
お
い
て

は
、
あ
ら
ゆ
る
戦
略
を
駆
使
し
、

積
極
果
敢
に
、
先
駆
的
に
仕
掛

け
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
戦
略

の
提
示
と
間
断
な
い
行
動
の
指

示
を
要
請
す
る
。

　

産
別
運
動
の
更
な
る
活
性
化

に
向
け
て
、
多
く
の
方
々
に
Ｊ

Ｒ
連
合
で
の
産
別
運
動
を
経
験

し
、
Ｊ
Ｒ
全
体
を
俯
瞰
で
き
る

視
野
を
養
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
し
て
、
世
の
中
や
、
Ｊ
Ｒ
の

将
来
の
方
向
性
を
見
据
え
た
確

た
る
方
向
性
、
羅
針
盤
を
世
に

打
ち
立
て
て
も
ら
い
た
い
。

要 旨

Ｊ
Ｒ
労
働
者
の
大
同
団
結
へ
の

              

方
向
性
や
将
来
展
望
を

須
藤
代
議
員
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

産
別
運
動
を
経
験
し

Ｊ
Ｒ
全
体
を
俯
瞰
す
る
視
野
を
持
つ
べ
き

池
上
代
議
員
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

Ｊ
Ｒ
連
合
総
体
の
力
量
を
高
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
村
事
務
局
長

　

安
全
の
取
り
組
み
に
節
目
も

区
切
り
も
無
い
。
物
象
を
軽
視

す
る
こ
と
な
く
現
場
を
知
る
者

の
声
を
受
け
止
め
、
真
摯
な
労

使
協
議
の
も
と
安
全
文
化
の
確

立
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　

春
闘
で
は
、
西
バ
ス
、
中
バ

ス
、
宮
島
フ
ェ
リ
ー
を
含
め
32

の
グ
ル
ー
プ
で
ベ
ア
を
獲
得
し
、

エ
リ
ア
連
合
と
し
て
波
及
効
果

を
も
た
ら
す
こ
と
が
出
来
た
。

　

国
鉄
分
割
民
営
化
か
ら
30
年

が
経
過
し
た
も
の
の
、
Ｊ
Ｒ
連

合
、
Ｊ
Ｒ
総
連
、
国
労
の
労
働

界
の
三
極
構
造
は
変
わ
っ
て
い

な
い
。
民
主
化
闘
争
宣
言
の
理

念
を
大
切
に
し
つ
つ
、
こ
の
30

年
成
し
得
な
か
っ
た
Ｊ
Ｒ
労
働

　

新
幹
線
脱
線
防
止
ガ
ー
ド
落

下
事
故
や
度
重
な
る
待
避
不
良

の
発
生
は
看
過
で
き
な
い
。
関

係
会
社
や
請
負
会
社
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
通
じ
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の

構
造
上
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の

安
全
を
追
求
し
て
い
く
体
制
の

構
築
が
必
要
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
連

合
と
し
て
も
踏
み
込
ん
だ
取
り

組
み
を
求
め
る
。

　

職
場
か
ら
挙
げ
ら
れ
る
人
材

不
足
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
他
労
組

が
出
向
先
で
東
海
ユ
ニ
オ
ン
組

合
員
や
プ
ロ
パ
ー
組
合
員
に
接

触
す
る
事
象
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。
当
該

単
組
と
情
報
交
換
し
、
組
織
勉

〈
中
山
政
治
部
長
〉

○
青
女
関
係　

　

青
年
・
女
性
委
員
会
に
は
今

年
１
年
は
本
当
に
民
主
化
闘
争

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
た
。
各
単
組
で
取
り
組

む
民
主
化
支
援
に
お
い
て
、
青

女
世
代
を
し
っ
か
り
と
活
用
い

た
だ
い
て
、
相
手
の
青
女
を
し
っ

か
り
と
組
織
拡
大
で
き
る
よ
う

に
基
本
組
織
と
青
女
の
連
携
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

単
組
女
性
代
表
者
会
議
は
、

青
女
に
し
か
女
性
が
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
青

女
組
織
の
取
り
組
み
と
し
て
継

続
し
て
き
た
。
し
か
し
、
男
女

平
等
参
画
推
進
委
員
会
の
中
に

各
単
組
か
ら
女
性
の
執
行
委
員

も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
こ
と
も
あ
り
見
直
し
を
行
う
。

た
だ
し
、
青
女
組
織
と
し
て
も
、

引
き
続
き
男
女
平
等
に
関
わ
る

議
論
は
継
続
し
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
も
あ
り
、
今
後
は
各

単
組
か
ら
選
出
し
た
幹
事
体
制

の
中
で
議
論
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
基
本
組
織
と
し
て
も
、
青

女
の
幹
事
体
制
に
女
性
が
選
出

さ
れ
る
よ
う
各
単
組
に
働
き
か

け
を
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
一
元
化
に
向

け
て
、
こ
れ
か
ら
青
女
世
代
が

何
に
取
り
組
む
べ
き
か
と
い
う

く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

組
合
に
対
し
て
無
関
心
な
若
い

人
が
多
い
。
労
働
組
合
の
必
要

性
を
、
一
緒
に
働
い
て
い
る
同

じ
世
代
の
若
い
子
、
先
輩
、
後

輩
ら
に
語
っ
て
い
け
る
人
を
一

人
で
も
増
や
す
と
い
う
こ
と
が

非
常
に
大
事
な
こ
と
で
、
そ
れ

を
青
女
に
ま
ず
一
番
や
っ
て
も

ら
い
た
い
。
こ
れ
が
労
働
界
一

元
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
繋

が
る
。

○
男
女
平
等
関
係

　

女
性
の
特
別
執
行
委
員
を
中

心
に
女
性
専
従
者
を
一
人
で
も

増
や
せ
る
よ
う
に
執
行
部
で
も

具
体
的
に
話
を
進
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
女
性
の
代
議
員
数

に
つ
い
て
も
組
織
人
員
の
女
性

比
率
ぐ
ら
い
に
増
や
せ
る
よ
う
、

男
女
平
等
参
画
推
進
委
員
会
や

執
行
委
員
会
の
中
で
提
起
し
て

取
り
組
み
た
い
。

　

新
「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
中
で
、
働
き
方
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
を
明

記
し
て
く
。
グ
ル
ー
プ
労
組
の

女
性
組
合
員
の
組
織
人
員
や
労

働
条
件
の
実
態
把
握
は
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
会

社
に
お
い
て
も
女
性
が
働
き
続

け
ら
れ
る
環
境
と
い
う
の
を
し
っ

か
り
と
作
っ
て
い
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

○
バ
ス
関
係

　

バ
ス
産
業
に
お
け
る
労
働
条

件
の
調
査
を
過
去
３
回
実
施
し
、

先
日
は
国
交
省
の
バ
ス
運
転
者

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
。
Ｊ
Ｒ
バ
ス

は
、
バ
ス
産
業
界
の
他
の
事
業

者
と
比
べ
る
と
労
働
条
件
・
賃

金
水
準
は
上
位
に
あ
る
。
し
か

し
、
連
続
勤
務
日
数
は
10
～
13

日
が
多
く
、
月
に
３
～
４
日
休

日
勤
務
が
常
態
化
し
て
お
り
、

魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
人
材
確

保
に
繋
が
ら
な
い
実
態
が
あ
る
。

解
決
に
向
け
て
国
交
省
お
よ
び

政
治
に
働
き
か
け
て
い
く
。

○
政
治
関
係

　

働
く
者
の
立
場
で
労
働
条
件

や
政
策
課
題
に
つ
い
て
ど
真
ん

中
で
取
り
組
む
政
治
家
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
組
織
内
議
員
の
擁
立

に
つ
い
て
も
方
針
提
起
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
し
っ
か
り
と
議

論
し
て
実
現
出
来
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

〈
政
所
政
策
・
調
査
部
長
〉

○
労
働
政
策
関
係

　

世
の
中
の
賃
金
が
上
が
っ
て

い
く
ス
ピ
ー
ド
に
対
し
て
若
干

追
い
つ
け
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
あ
え
て
高
い
数
値
目
標
、

要
求
水
準
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

各
単
組
の
中
で
制
度
改
善
で
も
、

賃
金
改
善
で
も
一
歩
ず
つ
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ

り
、
今
後
も
月
例
賃
金
に
こ
だ

わ
る
。

　

こ
れ
か
ら
生
産
年
齢
人
口
が

減
っ
て
い
く
中
で
、
労
働
力
確

保
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
新
し
く
立
ち
上
げ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
議
論
し
て
い
く

内
容
を
政
策
課
題
と
も
リ
ン
ク

し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
高
齢
化
と
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
、
第
４
次
産
業
革

命
の
到
来
に
よ
っ
て
も
、
雇
用
、

業
務
遂
行
体
制
、
業
務
内
容
な

ど
が
様
々
な
変
化
を
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
求
め
ら
れ
る
労

働
も
変
っ
て
い
く
と
思
う
。
そ

の
中
で
何
を
め
ざ
す
の
か
、
我
々

に
相
応
し
い
労
働
条
件
や
賃
金

水
準
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
、
働
き
方
は
ど
う
な
の
か
、

こ
の
よ
う
な
総
合
的
な
観
点
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
た

い
。
当
然
、
男
女
平
等
に
関
わ

る
課
題
も
重
々
承
知
し
て
い
る

の
で
、
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

　

公
休
日
労
働
に
歯
ど
め
を
か

け
る
取
り
組
み
は
画
期
的
だ
と

思
う
。
他
社
に
は
様
々
な
良
い

制
度
が
あ
り
、
相
互
に
学
び
合
っ

て
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
必

要
。
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
Ｊ

Ｒ
全
体
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
と
考

え
て
い
る
。

　

我
々
も
い
ろ
ん
な
武
器
を
提

供
し
て
い
き
た
い
の
で
、
賃
金

実
態
調
査
も
含
め
て
協
力
を
お

願
い
す
る
。

○
交
通
政
策
関
係

　

九
州
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
維
持
が
非
常
に
難
し
い
こ
と

だ
と
い
う
こ
と
は
重
々
承
知
し

て
お
り
、
他
の
エ
リ
ア
に
と
っ

て
も
共
通
の
課
題
で
あ
る
。
上

場
会
社
を
支
援
す
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
地
域
公
共
交
通
と
し

て
の
鉄
道
の
取
り
扱
い
や
位
置

づ
け
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

鉄
道
特
性
活
性
化
Ｐ
Ｔ
の
最

終
答
申
の
内
容
の
と
お
り
、

「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」
が
必

要
。Ｊ
Ｒ
九
州
の
観
光
特
急
列

車
Ｄ
＆
Ｓ
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
四

国
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
も
地
域
共
生

を
体
現
す
る
取
り
組
み
を
一
生

懸
命
行
っ
て
い
る
。
地
域
と
と

も
に
事
業
者
が
一
緒
に
取
り
組

み
、労
働
組
合
も
そ
こ
に
参
画

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
国
の
支
援
を
手
厚
く

す
べ
き
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

訴
え
て
い
る
。
併
せ
て
、
鉄
道
、

バ
ス
、
様
々
な
交
通
モ
ー
ド
の

ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
考
え
な
が

ら
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
き
た
い
。

　

自
然
災
害
へ
の
対
応
や
防
災

に
つ
い
て
、
鉄
道
軌
道
整
備
法

の
改
正
の
動
き
が
あ
る
こ
と
も

紹
介
し
た
が
、
い
ろ
ん
な
形
で

事
業
者
を
支
援
し
て
い
く
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
問
題
に
つ
い

て
は
何
よ
り
も
地
域
に
向
き
合

う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
必
ず
感
情
論
や
利
害

関
係
で
衝
突
が
起
き
る
が
、
時

間
を
か
け
て
合
意
形
成
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
、

国
に
訴
え
て
い
る
こ
と
は
、
専

門
的
な
知
識
を
持
っ
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
必
要
性
で
あ
る
。

ま
た
、
青
函
共
用
走
行
区
間
の

課
題
に
つ
い
て
は
現
行
の
輸
送

体
系
に
対
す
る
配
慮
は
非
常
に

重
要
だ
が
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
事

業
範
囲
の
見
直
し
と
Ｊ
Ｒ
貨
物

の
「
選
択
と
集
中
」
を
も
セ
ッ

ト
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
喫
緊

の
課
題
と
し
て
、
関
係
単
組
と

連
携
し
政
策
提
言
を
行
っ
て
お

り
、
議
員
懇
な
ど
と
も
連
携
を

強
化
し
て
い
く
。

　

四
国
の
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
７
年
度
の
予
算
に
お
い

て
幹
線
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

あ
り
方
に
関
す
る
調
査
費
が
増

額
さ
れ
た
。
大
臣
答
弁
で
も
明

ら
か
な
と
お
り
、
基
本
計
画
路

線
も
含
め
て
考
え
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
新
し
い
動
き

で
あ
る
。

　

税
制
改
正
に
向
け
て
も
し
っ

か
り
取
り
組
み
、
連
合
や
交
運

労
協
の
仲
間
と
一
緒
に
連
動
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

〈
吉
田
組
織
部
長
〉

○
組
織
関
係

　

民
主
化
闘
争
に
関
し
て
Ｊ
Ｒ

連
合
の
考
え
方
は
運
動
方
針
の

示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の

間
の
組
織
戦
略
会
議
な
ど
で
各

単
組
と
も
議
論
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
何
ら
変
わ
り
な
い
こ
と
を

改
め
て
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

点
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
ユ
ー
ス
ラ

リ
ー
で
も
議
論
し

て
い
た
だ
い
た
。

労
働
組
合
が
な
ぜ

必
要
で
、
ど
ん
な

意
義
が
あ
り
、あ

る
べ
き
労
使
関
係

と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
を
、
青
女

世
代
か
ら
し
っ
か

り
と
議
論
し
て
い

代
議
員
の
発
言
に
執
行
部
が
答
弁

方針提起に真剣に耳を傾ける代議員

中山
政治部長

政所
政策・調査部長

吉田
組織部長

地
協
に
お
け
る
青
女
活
動
の
充
実

澤
田
代
議
員
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
・
青
女
委
員
会
）

　

12
名
の
代
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
発
言
を
い
た

だ
い
た
。
執
行
部
と
し
て
し
っ
か
り
受
け
と
め
、

向
こ
う
１
年
間
の
運
動
の
展
開
を
図
っ
て
い
く

上
で
、
討
論
内
容
を
肉
づ
け
し
な
が
ら
反
映
し

て
い
く
こ
と
を
、
ま
ず
も
っ
て
お
約
束
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
か
ら
25
年
が
経
過
し
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
と
反
省
を
踏
ま
え
、
今
後
も
運
動

を
確
実
に
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
５
年
前
の
２
０
１
２
年
、
先
人
、

先
輩
方
が
結
成
20
年
の
節
目
に
４
つ
の
取
り
組

み
を
柱
と
す
る
未
来
宣
言
を
発
信
し
た
。

　

１
つ
は
、
安
全
の
確
立
で
あ
り
、
安
全
最
優

先
の
企
業
風
土
、
職
場
風
土
を
つ
く
り
上
げ
、

国
民
の
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
こ
と
が

Ｊ
Ｒ
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
と
い

う
こ
と
。
２
つ
目
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
へ
の
革
マ
ル

派
浸
透
問
題
を
解
決
し
、
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
一
元

化
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
労
働
運
動
の
社
会
的
地
位
の

さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
こ
と
。
３
つ
目
は
、
将

来
に
わ
た
っ
て
夢
と
希
望
が
持
て
る
Ｊ
Ｒ
産
業

に
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

政
策
課
題
の
実
現
を
図
り
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
発
展

生
き
が
い
・
働
き
が
い
が
持
て
る
労
働
環
境
、

労
働
条
件
の
向
上
な
ど
を
め
ざ
し
、
組
合
員
・

家
族
の
幸
せ
の
実
現
を
図
る
こ
と
。
こ
の
４
つ

の
柱
を
実
現
す
る
た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
７
単
組
と
グ

ル
ー
プ
92
単
組
、
そ
し
て
全
組
合
員
が
一
体
と

な
り
、
一
つ
ひ
と
つ
創
り
上
げ
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

私
た
ち
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
以
前

と
未
来
宣
言
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
運

動
を
力
強
く
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
運
動
方
針
で
提
起
し
た
安
全
確
立
の
課
題
、

交
通
政
策
と
労
働
政
策
、
民
主
化
闘
争
を
は
じ

め
と
す
る
組
織
課
題
、
グ
ル
ー
プ
労
組
の
組
織

強
化
の
課
題
、
青
年
・
女
性
委
員
会
の
課
題
、

男
女
平
等
参
画
の
課
題
、
政
治
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、
当
面
、
本
日
か
ら
第
27
回
定
期
大
会
ま

で
の
間
、
Ｊ
Ｒ
の
最
大
産
別
と
し
て
の
責
任
と

自
覚
を
持
ち
、
諸
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組

み
を
図
っ
て
い
き
た
い
。◇

　

今
後
も
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
と
い
う
社
会
的

使
命
や
役
割
が
あ
る
基
幹
産
業
で
働
く
労
働
組

合
と
し
て
の
自
覚
と
自
信
を
持
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
の

発
展
と
Ｊ
Ｒ
関
係
職
場
で
働
く
全
て
の
組
合
員

と
そ
の
家
族
の
幸
せ
の
実
現
を
め
ざ
し
、
労
働

組
合
総
体
の
力
量
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
、
昨
日
か
ら
本
日
ま
で
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
全
て
の
案
件
に
対
し
て
、
満
場
一

致
承
認
を
お
願
い
し
、
総
括
答
弁
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
。
こ
れ
か
ら
も
と
も
に
頑
張
ろ
う
。

に
つ
な
げ

る
こ
と
。

４
つ
目
は
、

グ
ル
ー
プ

を
含
む
全

て
の
Ｊ
Ｒ

関
係
者
が

総括答弁
（要旨）
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結
成
25
周
年
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ョ
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に
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大
会
に
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︵
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同
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敬
称
略

大  会  宣  言
　私たちは本日、「東武ホテルレバント東京」で結成25周年となる記念すべき第26回定期
大会を開催し、２０１７年度の運動方針を満場一致で確認した。

　最優先課題である安全確立にむけた取り組みについては、福知山線列車事故をはじ
めとする重大事故を二度と引き起こさないとの強い決意に立ち、あらゆる経験、知見を結
集し、さらなる安全性の向上と「すべてのＪＲ関係労働者の死亡事故・重大労災ゼロ」に
むけて愚直に取り組む。そして「安全指針（改訂版２０１６）」「重大労災行動防止ハンドブッ
ク（改訂版）」の活用に加え、ヒューマンエラーは結果であり原因ではないとの信念のもと、
労使協議における提言などを通じて真に実効性ある安全対策を講じる。

　そして、安全を基礎に、将来に亘り持続可能なＪＲ産業構築にむけ、ＪＲが抱える政策諸
課題の解決を図る。交通政策については、鉄道特性活性化プロジェクトの答申の具現化
にむけて「チーム公共交通」「チーム地域共創」の形成をめざし、持続可能な地域公共
交通のあり方について働く者の立場から政策提言に取り組むこととし、ＪＲ北海道をはじめ、
ＪＲ四国やＪＲ貨物の自立経営にむけた諸課題の前進を図る。また、２０１７年度末で適用
期限切れとなる軽油引取税の免税措置をはじめとする税制特例措置への対応、自然災
害による被災への対応及び防災・減災対策、整備新幹線に係る諸課題、貨物鉄道への
モーダルシフト、あるいはバス産業の構造的な問題など、喫緊の課題に対処すべく政策
提言・実現力を発揮することとする。労働政策については、深刻な労働力不足や第四次
産業革命の到来を念頭に置きつつ、働きがいをもって働き続けることのできる労働条件と
労働環境について議論を深度化し、「中期労働政策ビジョン（２０１４～２０１８）」で示した、
すべてのＪＲグループに働く者の目標到達にむけて、２０１８春季生活闘争及び労働協約
改訂交渉における加盟各単組及びエリア連合の取り組みを強化する。

　また、革マル派浸透の危険性や運動の異常性について、内外に警鐘を鳴らす取り組み
をいっそう強化し、「あるべき労働組合像・労使関係像」の実現にむけ、ＪＲ労働界から過
激派組織を一掃し、民主的な労働運動の確立を目的に、ＪＲ連合、民主化当該単組、支
援単組が三位一体となって、引き続き組織強化・拡大、民主化闘争の総行動を展開する。

　一強政治体制の中で、丁寧な合意形成が失われている今こそ、雇用と暮らしの安心、
健全な民主主義を求め、私たち国民、労働者が立ち上がらなければならない。来るべき
衆議院解散・総選挙および参議院選挙、地方選挙にむけて私たちの声を政治の場に届
ける仲間を一人でも多くつくり上げ、連携し、政策課題と組織課題の解決に取り組む。

　これらの多くの課題に対して、先人先輩のこれまでの労苦に敬意を表しつつ、ＪＲを代
表する産別としての責任と自覚を持ち、本大会の議論を踏まえて、組織を挙げて次代に
つなげる運動を積極果敢に展開していく決意を表明する。

　以上、宣言する。

２０１７年６月１３日
日本鉄道労働組合連合会（ＪＲ連合）
第２６回定期大会　　   　　　　　

当
該
単
組
が
ま
ず
主
体
的
に
行

動
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
を
支
援
単
組
と
Ｊ
Ｒ
連
合

が
し
っ
か
り
支
援
を
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
も
し
っ
か
り

今
後
と
も
取
り
組
ん
で
い
く
と

い
う
こ
と
を
お
約
束
し
た
い
。

○
安
全
関
係

　

提
示
し
た
重
大
労
災
防
止
の

行
動
指
針
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
刊

行
し
、
各
単
組
に
配
布
す
る
。

グ
ル
ー
プ
会
社
、
協
力
会
社
で

も
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

取
り
組
み
の
展
開
を
お
願
い
す

る
。

　

安
全
対
策
委
員
会
の
中
で
隠

蔽
と
か
、
虚
偽
の
報
告
に
対
す

る
議
論
も
し
て
ほ
し
い
と
い
う

発
言
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
10

月
の
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
上
げ
る
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
中
で
し
っ
か
り
と
し

た
議
論
が
で
き
る
よ
う
に
今
後

準
備
を
進
め
て
い
く
。

○
グ
ル
ー
プ
労
組
関
係

　

東
海
交
通
事
業
労
働
組
合
も

９
年
ぶ
り
の
ベ
ア
を
獲
得
し
た

こ
と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
。
し

か
し
、
ま
だ
課
題
も
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
労
組
連

絡
会
で
も
様
々
な
課
題
を
持
ち

寄
っ
て
議
論
し
て
い
る
。
特
に

人
手
不
足
に
つ
い
て
は
各
単
組

か
ら
も
大
き
な
課
題
と
し
て
報

告
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て

も
認
識
し
て
い
る
。
引
き
続
き

グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
幹
事
会

な
ど
で
意
見
交
換
等
を
行
っ
て

い
く
。

　

グ
ル
ー
プ
で
働
く
女
性
社
員
、

組
合
員
、
役
員
の
把
握
に
つ
い

て
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー

プ
労
組
の
組
織
状
況
調
査
で
調

査
を
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

女
性
役
員
に
つ
い
て
も
、
把
握

が
実
際
に
可
能
な
の
か
ど
う
か

含
め
て
今
後
の
会
議
で
議
論
し

て
い
く
。

〈
新
倉
特
別
執
行
委
員
〉

○
民
主
化
闘
争
に
お
け
る
青
女

　

組
織
と
の
連
携

　

こ
の
１
年
間
、
民
主
化
闘
争

に
つ
い
て
青
女
と
し
て
も
尽
力

し
、
機
運
は
高
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
青
女
だ
け
や
る
気
が

あ
っ
て
も
、
民
主
化
闘
争
の
完

遂
は
実
現
で
き
な
い
。
そ
の
中

で
地
協
が
実
働
部
隊
と
し
て
し
っ

か
り
と
動
い
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
に
は
地
協
の
中
で
、
基
本

組
織
と
青
女
組
織
が
し
っ
か
り

と
連
携
を
図
り
、
同
じ
志
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
民
主
化
闘

争
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
に
つ
い
て
何

も
分
か
ら
ず
に
加
入
し
て
い
る

良
識
の
あ
る
組
合
員
を
救
う
た

め
の
取
り
組
み
で
も
あ
る
。
Ｊ

Ｒ
連
合
が
結
成
さ
れ
た
当
初
の

理
念
を
思
い
出
し
、
今
後
は
い
っ

そ
う
青
女
組
織
と
も
連
携
し
て

民
主
化
闘
争
の
完
遂
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

〈
上
村
総
合
組
織・政
策
局
長
〉

○
産
別
と
し
て
の
展
望

　

今
の
状
況
の
ま
ま
で
は
、
残

念
な
が
ら
箱
根
以
西
、
以
東
で

真
っ
二
つ
の
Ｊ
Ｒ
労
働
界
と
い

う
形
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
う
い
う
状
況
が
許
さ
れ
て
良

い
と
は
思
わ
な
い
。
か
つ
、
こ

れ
だ
け
多
数
の
革
マ
ル
派
を
抱

え
た
ま
ま
で
は
Ｊ
Ｒ
の
安
全
性

を
保
つ
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

今
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
問
題

で
は
な
い
が
、
し
っ
か
り
産
別

と
し
て
力
を
つ
け
て
、
い
ざ
決

戦
の
と
き
に
備
え
る
と
い
う
こ

と
は
こ
れ
か
ら
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

新倉
特別執行委員

上村
総合組織・政策局長

〈
衆
議
院
議
員
〉

松
原　

仁
、
辻
元　

清
美

〈
国
会
議
員
懇
談
会
〉

参
議
院
議
員　
　

榛
葉
賀
津
也

︵
代
理
・
日
高
秘
書
︶

〈
Ｉ
Ｔ
Ｆ
東
京
事
務
所
〉

代
表　
　
　
　
　

瀧　
　

勝
次

〈
交
運
共
済
〉

理
事
長　
　
　
　

坪
井　

義
範

〈
全
労
済
〉

課
長　
　
　
　
　

宮
本　

成
幸

〈
顧
問
〉

弁
護
士　
　
　
　

秋
山　

泰
雄

〈
歴
代
会
長
〉

三
代
会
長　
　
　

葛
野　

和
明

五
代
会
長　
　
　

角
田　

修
作

〈
退
職
者
連
絡
会
〉

会
長　
　
　
　
　

髙
野　

富
夫

︽
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
︾

︻
官
公
庁
︼

国
土
交
通
大
臣　

石
井　

啓
一

厚
生
労
働
大
臣　

塩
崎　

恭
久

︻
自
治
体
︼

滋
賀
県
知
事　
　

三
日
月
大
造

︻
国
会
議
員
︼

〈
衆
議
院
議
員
〉

大
畠
章
宏
、
緒
方
林
太
郎
、
川

端
達
夫
、
近
藤
昭
一
、
佐
々
木

隆
博
、
鈴
木
克
昌
、
田
島
一
成
、

田
嶋
要
、
辻
元
清
美
、
津
村
啓

介
、
野
田
佳
彦
、
前
原
誠
司
、

馬
淵
澄
夫
、
柚
木
道
義

〈
参
議
院
議
員
〉

石
上
俊
雄
、
小
川
勝
也
、
大
塚

耕
平
、
古
賀
之
士
、
小
西
洋
之
、

小
林
正
夫
、
難
波
奨
二
、
野
田

国
義
、
浜
野
喜
文
、
福
山
哲
郎
、

森
本
真
治
、
矢
田
稚
子
、
柳
田

稔︻
労
働
組
合
関
係
︼

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
、
自
治
労
、
自

動
車
総
連
、
電
機
連
合
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
、
基
幹
労
連
、
日
教
組
、
Ｊ

Ｐ
労
組
、
情
報
労
連
、
生
保
労

連
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
、
私
鉄
総
連
、

フ
ー
ド
連
合
、
損
保
労
連
、
国

公
連
合
、
交
通
労
連
、
海
員
組

合
、
ゴ
ム
連
合
、
航
空
連
合
、

紙
パ
連
合
、
全
電
線
、
全
国
ガ

ス
、
印
刷
労
連
、
全
水
道
、
全

自
交
労
連
、
全
国
農
団
労
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
労
連
、
全
労
金
、
森
林
労

連
、
全
信
労
連
、
労
供
労
連
、

全
印
刷
、
労
済
労
連
、
全
国
ユ

ニ
オ
ン
、
全
国
競
馬
連
合
、
自

治
労
連
、
Ｊ
Ａ
連
合
、
港
運
同

盟
、
全
造
幣
、
全
港
湾
、
鉄
道

関
連
労

︻
友
誼
団
体
等
︼

全
労
済
、
公
益
財
団
法
人
国
際

労
働
財
団
、
一
般
社
団
法
人
全

国
労
働
金
庫
協
会
、
中
央
労
働

金
庫
、
公
益
財
団
法
人
日
本
生

産
性
本
部
、
全
国
労
働
組
合
生

産
性
会
議
、
明
治
安
田
生
命
保

険
相
互
会
社
、
政
策
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
労
働
者
学
習
セ
ン
タ
ー

︻
上
記
以
外
︼

前
参
議
院
議
員　

尾
立　

源
幸

︻
労
働
団
体
・
政
党
・
友
誼
団

体
等
︼

連
合
、
交
運
労
協
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
、

政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
、
電
機
連
合
、
電
力

総
連
、
運
輸
労
連
、
私
鉄
総
連
、

交
通
労
連
、
航
空
連
合
、
サ
ー

ビ
ス
連
合
、
全
自
交
労
連
、
国

労
、
鉄
構
労
、
民
進
党
、
厚
生

労
働
省
、
交
運
共
済
、
全
労
済
、

明
治
安
田
生
命
、
全
国
労
金
協

会
、
労
金
連
合
会
、
中
央
労
金
、

ふ
そ
う
美
術
印
刷
、
平
原
社
、

銀
和
徽
章
、
オ
イ
ス
カ
、
Ｏ
Ｂ

︻
国
会
議
員
︼（
代
理
含
む
）

〈
衆
議
院
議
員
〉

髙
木
義
明
、
小
川
淳
也
、
岸
本

周
平
、
佐
々
木
隆
博
、
細
野
豪

志
、
古
川
元
久
、
近
藤
昭
一
、

赤
松
広
隆
、
山
尾
志
桜
里
、
古

本
伸
一
郎
、
鈴
木
克
昌
、
岡
田

克
也
、
川
端
達
夫
、
田
島
一
成
、

前
原
誠
司
、
北
神
圭
朗
、
平
野

博
文
、
津
村
啓
介
、
柚
木
道
義
、

玉
木
雄
一
郎
、
緒
方
林
太
郎
、

原
口
一
博
、
大
串
博
志
、
野
間

健
、
田
嶋
要
、
鷲
尾
英
一
郎

〈
参
議
院
議
員
〉

榛
葉
賀
津
也
、
長
浜
博
行
、
小

川
勝
也
、
羽
田
雄
一
郎
、
平
山

佐
知
子
、
大
塚
耕
平
、
福
山
哲

郎
、
柳
田
稔
、
森
本
真
治
、
野

田
国
義
、
古
賀
之
士
、
足
立
信

也
、
蓮
舫
、
難
波
奨
二
、
浜
野

喜
史
、
川
合
孝
典

︻
Ｊ
Ｒ
各
社
等
︼

Ｊ
Ｒ
東
海
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
Ｊ

Ｒ
四
国
、
Ｊ
Ｒ
九
州
、
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
グ
ル
ー
プ
健
保
組
合
、

日
本
旅
行
、
日
本
バ
ス
協
会

衆議院議員
伴野　豊

交運労協議長
住野敏彦

連合会長
神津里季生

民進党幹事長代理
衆議院議員
玉木雄一郎

国会議員懇談会会長
衆議院議員
髙木義明

衆議院議員
泉　健太

衆議院議員
岸本周平

　第26回定期大会の開催に併せ
て「ＪＲ連合結成25周年記念レ
セプション」を開催した。連合、
交運労協、関係産別、ＪＲ連合
国会議員懇談会と21世紀の鉄道
を考える議員フォーラムに所属
する47人の国会議員・秘書、友
誼団体、ＪＲ各社の幹部、歴代
ＪＲ連合会長・専従者・職員、
大会代議員・傍聴者ら総勢320
人が出席した。
　来賓として連合の南部美智代
副事務局長、議員懇会長の髙木
義明衆議院議員に祝辞をいただ
いた。また、ＪＲ会社代表とし
て、昨年株式上場を果たしたＪ

は、南部連合副事務局長、住野交運
労協議長、髙木議員懇会長、蓮舫民
進党代表、金子ＪＲ東海副社長、緒
方ＪＲ西日本常務、半井ＪＲ四国社
長、青柳ＪＲ九州社長、坪井交運共
済理事長、葛野三代会長、明石四代
会長、角田五代会長にご協力いただ
き、この日のために準備した記念の
枡で出席者に振る舞った。
　また、議員フォーラムを代表とし
て川端達夫衆議院副議長からも祝辞
をいただくとともに、ＪＲ連合歴代
会長からもそれぞれご挨拶をいただ
いた。結成以来25年積み上げてきた

Ｒ九州の青柳俊彦社長にご挨拶をい
ただき、株式上場はこの間の労使の
取り組みの成果であることをお話し
いただいた。また、終盤国会のご多
忙の中、民進党代表の蓮舫参議院議
員にも駆けつけていただきご挨拶を
いただいた。
　ＪＲ連合の未来にむけた鏡割りに

ＪＲ連合運動を
糧にこれからの
ＪＲ産業をある
べき労使関係で
創りあげていく
ことを出席者全
員で確認し合う
記念行事となっ
た。

議員懇・フォーラムを代表し、引き続きの連携
を約束する川端衆議院議員（衆議院副議長）

結成25周年記念レセプションに駆けつけ、ＪＲ連合
の安全確保の取り組みに敬意を表す民進党・蓮舫代表

 結成25周年記念レセプション
 あるべき労使関係で
　　　　 未来のＪＲ産業を創りあげていく


